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No.3 電車線等及び帰線 無限長のケーブル（２φ、３φ） 

 

 

 

 

 

(a) ３φケーブル 
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・・・・・・・・(6.3.1) 
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(b)２φケーブル（横列配置） 
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(3)複数ケーブルによる合成磁界（5章 5.5節） 

 ・ベクトル和での評価が望ましい 

 ・スカラー和での評価も可能（Σ|Bi|≧|ΣBi|） 

 

 

 

 

         (c)磁界のベクトル和とスカラー和 

考え方 

 単独のケーブルについて、(6.3.1)，(6.3.2)式に基づいて磁界が 200μT 以下

となる離隔を計算する。 

 磁界は電流値に比例する。 

 複数ケーブルの評価については、5.5節に基づきスカラー和での評価も可能。 

 

(1)３φケーブル（非撚架、相間は密着配置） 

ケーブルの外径：2ai 

ケーブル電流：Irms（三相平衡） 
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(2)２φケーブル（非撚架、相間は密着配置） 

ケーブルの外径：2ai 

ケーブル電流：Irms 
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